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２
０
１
３
年
11
月
21
日
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
首
相
の
オ

ル
バ
ー
ン
・
ヴ
ィ
ク
ト
ル
（O

RBÁ
N

 V
iktor

）
閣

下
が
本
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
学
さ
れ

る
と
と
も
に
、
本
学
か
ら
の
名
誉
博
士
記
授
与
お
よ

び
特
別
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
学
は
、
中
期
目
標
で
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育

成
に
向
け
た
国
際
交
流
活
動
強
化
を
掲
げ
て
世
界

の
さ
ま
ざ
ま
な
大
学
と
積
極
的
に
国
際
交
流
を
深

め
る
中
、
特
に
中
欧
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
関
し
て
は
、

２
０
０
７
年
の
ブ
ダ
ペ
ス
ト
商
科
大
学
（Budapest 

Business School

）
と
の
学
術
交
流
協
定
を
皮
切

り
に
、
現
在
、
エ
ト
ヴ
ェ
シ
ュ
・
ロ
ラ
ー
ン
ド
大
学

（Eötvös Loránd U
niversity

）
を
は
じ
め
、
同

国
を
代
表
す
る
九
つ
の
大
学
と
協
定
を
結
ん
で
い
ま

す
。
そ
し
て
、
２
０
１
３
年
ま
で
に
城
西
大
学
・
城

西
国
際
大
学
両
学
よ
り
１
５
０
名
以
上
の
学
生
が
そ

れ
ら
の
大
学
へ
留
学
す
る
と
と
も
に
、
ハ
ン
ガ
リ
ー

か
ら
も
１
０
０
名
近
く
の
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
両
学
で
は
２
０
０
８
年
以
降
、
の
べ

３
千
名
を
超
え
る
学
生
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
を
学
ん
で

き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
来
学
は
、
こ
れ
ら
本
学
と
ハ
ン
ガ

リ
ー
お
よ
び
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
大
学
と
の
深
い
学
術
交

流
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
高
く
評
価
さ
れ
、
オ
ル
バ
ー

ン
首
相
の
公
式
訪
問
と
な
っ
て
実
現
し
た
も
の
で

す
。
公
式
実
務
訪
問
賓
客
と
し
て
の
今
回
の
来
日
で

は
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
と
の
御
引
見
や
安
倍
晋
三
内

閣
総
理
大
臣
と
の
会
談
な
ど
多
忙
な
行
事
が
予
定
さ

れ
る
中
、
高
等
教
育
機
関
と
し
て
は
唯
一
本
学
に

お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ハ
ン
ガ
リ
ー

の
政
府
要
人
の
本
学
へ
の
来
学
は
、
２
０
０
９
年

12
月
の
シ
ョ
ー
ヨ
ム
・
ラ
ー
ス
ロ
ー
（SÓ

LY
O

M
 

László

）
大
統
領
（
当
時
）
に
続
く
も
の
で
す
。

　

水
田
宗
子
理
事
長
や
城
西
大
学
森
本
雍
憲
学
長
、

城
西
国
際
大
学
柳
澤
伯
夫
学
長
が
出
迎
え
る
中
、

オ
ル
バ
ー
ン
首
相
以
下
、
バ
ロ
グ
・
ゾ
ル
タ
ー
ン

（BA
LO

G Zoltán

）
教
育
大
臣
、
ヴ
ァ
ル
ガ
・
ミ

ハ
ー
イ
（V

A
RGA

 M
ihály

）
経
済
大
臣
、
シ
ー

ア
ル
ト
ー
・
ペ
ー
テ
ル
（SZIJJÁ

RT
Ó

 Péter

）

首
相
府
対
外
外
交
経
済
政
務
次
官
ら
に
加
え
、
セ
ル

ダ
ヘ
イ
・
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
（SZERD

A
H

ELY
I 

Istvan

）
駐
日
ハ
ン
ガ
リ
ー
大
使
お
よ
び
山
本
忠
通

駐
ハ
ン
ガ
リ
ー
大
使
ら
計
37
名
の
訪
問
団
が
来
学

し
、
会
見
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
見
で
は
、
水
田
理
事
長
が
「
首
相
に
本
学
に
お

越
し
い
た
だ
き
、
大
変
光
栄
で
す
。
今
後
も
ハ
ン
ガ

リ
ー
の
大
学
と
の
交
流
を
深
め
、
日
本
と
ハ
ン
ガ

リ
ー
の
懸
け
橋
と
な
る
人
材
の
育
成
に
一
層
つ
と
め

て
ま
い
り
ま
す
」
と
挨
拶
し
、
オ
ル
バ
ー
ン
首
相
も

「
急
速
に
変
化
す
る
世
界
の
中
で
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の

さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
は
若
い
世
代
の
育
成
が
重

要
で
す
。
城
西
大
学
と
の
学
術
交
流
を
通
じ
て
、
二
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０
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３
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国
間
の
絆
が
さ
ら
に
強
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
」
と
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
見
に
続
き
、
地
下
ホ
ー
ル
に
て
、
オ
ル
バ
ー
ン

首
相
へ
の
城
西
大
学
名
誉
博
士
記
授
与
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
回
の
授
与
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
今
日
の

繁
栄
に
導
い
て
こ
ら
れ
た
オ
ル
バ
ー
ン
首
相
の
長
年

に
わ
た
る
活
動
と
功
績
を
称
え
て
授
与
を
決
定
し
た

も
の
で
す
。
首
相
は
、
１
９
６
３
年
生
ま
れ
、
本

学
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
て
い
る
エ
ト
ヴ
ェ

シ
ュ
・
ロ
ラ
ー
ン
ド
大
学
を
１
９
８
７
年
に
卒
業
さ

れ
ま
し
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
青
年
民
主
同
盟
の
結
成

以
来
の
メ
ン
バ
ー
で
、
常
に
自
由
と
民
主
主
義
の

た
め
に
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

１
９
９
０
年
の
社
会
主
義
体
制
終
焉
後
初
の
選
挙
以

来
、
常
に
国
会
に
議
席
を
保
持
さ
れ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー

市
民
同
盟
の
党
首
と
し
て
、
あ
る
い
は
首
相
と
し
て

常
に
主
導
的
な
役
割
を
担
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
来
学
を
記
念
し
て
、
オ
ル
バ
ー
ン

首
相
に
「
変
化
す
る
世
界
の
中
の
ハ
ン
ガ
リ
ー

と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（H

ungary and Europe in a 
Changing W

orld

）」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
特
別

講
演
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
近

代
に
お
け
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
体
制
、
経
済
の
変
遷

と
、
そ
れ
に
影
響
を
与
え
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
の
歴

史
と
こ
れ
か
ら
の
展
望
へ
の
考
察
、
そ
し
て
、
こ
れ

か
ら
の
世
代
を
担
う
若
者
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な

ど
、
四
半
世
紀
に
わ
た
り
、
政
治
の
第
一
線
に
て
ハ

ン
ガ
リ
ー
の
変
革
を
指
導
し
て
こ
ら
れ
た
実
体
験
に

基
づ
い
た
お
話
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
会
場
の
地
下

ホ
ー
ル
で
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
の
ツ
ィ
リ
ル
・

コ
ザ
チ
ェ
フ
ス
キ
（Cyryl K

O
ZA

CZEW
SK

I

）

大
使
、
ス
ロ
バ
キ
ア
共
和
国
の
ミ
ハ
ル
・
コ
ッ
ト

マ
ン
（M

ichal K
O

T
T

M
A

N

）
大
使
、
チ
ェ
コ

共
和
国
の
ヤ
ン
・
ユ
ヘ
ル
カ
（Jan JU

CH
ELK

A

）

副
大
使
、
Ｅ
Ｕ
代
表
部
の
メ
イ
ヴ
・
コ
リ
ン
ズ

（M
aeve CO

LLIN
S

）
次
席
ら
、「
ヴ
ィ
シ
ェ
グ

ラ
ー
ド
４
か
国
（
Ｖ
４
）」
の
代
表
を
は
じ
め
、
日

本
学
術
振
興
会
の
渡
邊
淳
平
理
事
、
独
立
行
政
法

人
国
際
協
力
機
構
、
独
立
行
政
法
人
科
学
技
術
振

興
機
構
な
ど
か
ら
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
お
よ
び
本
学
に

縁
の
深
い
招
待
客
の
方
々
や
、
本
学
の
教
員
・
学
生

や
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
チ
ェ
コ
、
カ
ナ
ダ

な
ど
か
ら
の
留
学
生
ら
約
１
５
０
名
が
熱
心
に
首
相

の
特
別
講
演
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
会

場
に
入
り
き
れ
な
い
本
学
の
学
生
た
ち
が
同
時
中
継

に
よ
り
別
教
室
で
講
演
を
聞
い
た
ほ
か
、
城
西
大

学
・
城
西
国
際
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も
中
継
さ
れ

ま
し
た
。

　

特
別
講
演
終
了
後
、
オ
ル
バ
ー
ン
首
相
は
、
地
下

ホ
ワ
イ
エ
に
て
ホ
ー
ル
に
入
り
き
れ
な
か
っ
た
本
学

の
大
勢
の
学
生
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
の
留
学
生
ら
に

囲
ま
れ
て
、
し
ば
し
交
流
の
時
間
を
持
ち
ま
し
た
。

交
流
の
場
で
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
を
学
ぶ
本
学
の
学

生
が
流
暢
な
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
で
オ
ル
バ
ー
ン
首
相
に

挨
拶
し
て
来
学
の
御
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
の
留
学
生
も
日
本
で
の
充
実
し
た

留
学
生
活
の
報
告
な
ど
を
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
オ
ル
バ
ー
ン
首
相
の
来
学
に
よ
り
、
今
後

の
本
学
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の
親
善
お
よ
び
ハ
ン
ガ

リ
ー
の
大
学
と
の
交
流
が
ま
す
ま
す
深
ま
る
こ
と
が

大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
今
回
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
こ

れ
ま
で
の
中
欧
地
域
で
の
本
学
の
教
育
実
績
を
踏
ま

え
、
同
地
域
と
の
さ
ら
な
る
共
同
研
究
・
学
術
交

流
・
人
材
育
成
の
推
進
、
学
部
・
大
学
院
教
育
支

援
の
た
め
に
、「
中
欧
研
究
所
」
を
東
京
紀
尾
井
町

キ
ャ
ン
パ
ス
に
設
置
す
る
旨
の
発
表
も
あ
わ
せ
て
行

い
ま
し
た
。

講演するオルバーン首相

学生たちとの交流

　

学
校
法
人
城
西
大
学
は
、
こ
れ
ま
で
の
中

欧
地
域
で
の
教
育
実
績
を
踏
ま
え
、
同
地
域

と
の
さ
ら
な
る
共
同
研
究
・
学
術
交
流
・
人

材
育
成
の
推
進
、
学
部
・
大
学
院
教
育
支
援

を
目
的
に
、
こ
の
た
び
「
中
欧
研
究
所
（The 

Josai Institute for C
entral European 

Studies

）」
を
設
置
し
ま
す
。

　

同
研
究
所
は
、
本
学
法
人
内
の
学
術
セ
ン

タ
ー
と
し
て
本
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ

ス
に
設
置
し
、
両
大
学
を
含
む
本
学
グ
ル
ー

プ
全
体
で
、
２
０
０
７
年
に
本
学
が
本
格

交
流
を
開
始
し
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
は
じ
め
、

チ
ェ
コ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ス
ロ
バ
キ
ア
を
加

え
た
い
わ
ゆ
る
ヴ
ィ
シ
ェ
グ
ラ
ー
ド
４
か
国

（
Ｖ
４
）
を
中
心
と
す
る
地
域
を
第
一
義
に
、

そ
の
周
辺
国
を
加
え
た
中
欧
に
お
け
る
国
際

教
育
・
連
携
の
推
進
機
能
を
担
い
ま
す
。
ま

た
、
研
究
所
の
重
要
性
と
公
的
な
意
義
か
ら
、

チ
ェ
コ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ス

ロ
バ
キ
ア
の
４
か
国
の
大
使
を
研
究
所
名
誉

所
長
と
し
て
お
迎
え
し
ま
す
。

　

な
お
、
２
０
１
３
年
11
月
21
日
に
ハ
ン
ガ

リ
ー
の
オ
ル
バ
ー
ン
首
相
が
本
学
東
京
紀
尾

井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
学
さ
れ
た
際
に
、
セ

ル
ダ
ヘ
イ
大
使
も
同
席
し
て
地
下
ホ
ー
ル
に

て
同
研
究
所
の
発
表
も
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
研
究
所
の
設
置
を
記
念
し

て
、
オ
ル
バ
ー
ン
首
相
よ
り
ハ
ン
ガ
リ
ー
の

文
化
等
に
関
す
る
学
術
書
が
多
数
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

中
欧
研
究
所
を
設
置
日
時
：
２
０
１
３
年
11
月
21
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
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２
０
１
３
年
11
月
21
日
ハ
ン
ガ
リ
ー
大
使
館
に

て
、
本
学
水
田
宗
子
理
事
長
にCom

m
ander's 

C
ross of the O

rder of M
erit of H

ungary

（civil division

）〈
ハ
ン
ガ
リ
ー
中
十
字
勲
章
〉

が
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
オ
ル
バ
ー
ン
・
ヴ
ィ
ク
ト
ル

（O
RBÁ

N
 V

iktor

）
首
相
よ
り
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
日
本
両
国
間
に
お
け
る

教
育
・
研
究
、
人
材
育
成
へ
の
大
き
な
貢
献
が
認
め

ら
れ
て
の
こ
と
で
す
。

　

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
叙
勲
制
度
の
中
で
、O

rder of 
M

erit of H
ungary

は
１
９
９
１
年
設
定
さ
れ
た
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
最
高
の
勲
章
と
さ
れ
、
民
間
部
門
と
軍

事
部
門
と
分
か
れ
て
お
り
、Com

m
ander's Cross

は
民
間
の
外
国
人
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
最
高
位

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
過
去
の
日
本
人
の
受
勲
者
と
し

て
は
、
米
倉
弘
昌
経
団
連
会
長
、
海
部
俊
樹
元
首
相

等
が
い
ま
す
。

※
水
田
理
事
長
は
２
０
１
１
年
5
月
に
ハ
ン
ガ
リ
ー

政
府
よ
りPro C

ultura H
ungarica

勲
章
を
授
与

さ
れ
て
い
ま
す
。Pro C

ultura H
ungarica

は
ラ
テ

ン
語
で
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
文
化
の
た
め
に
」
を
意
味
し
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
国
外
で
ハ
ン
ガ
リ
ー
文
化
の
普
及
、
ま

た
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
国
外
の
文
化
交
流
に
重
要
な
貢

献
を
し
た
外
国
人
に
対
し
て
与
え
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

２
０
１
４
年
２
月
４
日
、
本
学
東
京
紀
尾
井
町

キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
「
Ｖ
４
（
ヴ
ィ
シ
ェ
グ
ラ
ー

ド
４
）
＋
日
本 

安
全
保
障
セ
ミ
ナ
ー
（V

isegrad 
plus Japan Security Sem

inar

）」（
外
務
省
、
駐

日
Ｖ
４
各
国
大
使
館
、
本
学
共
催
）
お
よ
び
翌
２

月
５
日
「
Ｖ
４
＋
日
本 

学
生
会
議
（V

4+Japan 
Student Conference

）」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

Ｖ
４
（
ヴ
ィ
シ
ェ
グ
ラ
ー
ド
４
）

＋
日
本 

安
全
保
障
セ
ミ
ナ
ー

　

中
欧
の
チ
ェ
コ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、

ス
ロ
バ
キ
ア
の
４
か
国
は
、
各
国
間
の
友
好
と
協
力

を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
協
力
の
枠
組
み
と
し

て
「
ヴ
ィ
シ
ェ
グ
ラ
ー
ド
・
グ
ル
ー
プ
」
を
形
成
し

て
お
り
、
グ
ル
ー
プ
の
総
称
と
し
て
「
ヴ
ィ
シ
ェ
グ

ラ
ー
ド
４
か
国
（
Ｖ
４
）」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
も
「
Ｖ
４
＋
日
本
」
と
し
て
、
Ｖ
４
と
の
対

話
・
協
力
を
推
進
し
て
お
り
、
外
務
省
が
経
済
、
環

境
、
開
発
協
力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
等
の
ト
ピ
ッ
ク

ス
に
関
す
る
各
種
セ
ミ
ナ
ー
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
本
学
は
、
中
期
目
標
で
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

の
育
成
に
向
け
た
国
際
交
流
活
動
強
化
を
掲
げ
て
世

界
の
さ
ま
ざ
ま
な
大
学
と
積
極
的
に
国
際
交
流
を
深

め
る
中
、
特
に
Ｖ
４
を
中
心
と
す
る
中
欧
地
域
と
の

教
育
交
流
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
２
０
１
３
年
２
月
に
は
「
Ｖ

４
＋
日
本 

東
方
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
セ
ミ
ナ
ー
」

が
、
外
務
省
、
Ｖ
４
各
国
、
本
学
の
共
催
に
よ
り
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
今
年
は
、
日
本
と
Ｖ
４
の
交
流
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
「
Ｖ
４
＋
日
本
」
交
流
年
と
し
て

定
め
ら
れ
、
日
本
国
内
お
よ
び
Ｖ
４
各
国
に
お
い

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
行
事
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

今
回
、
そ
の
一
つ
と
し
て
外
務
省
と
現
Ｖ
４
議
長

国
で
あ
る
駐
日
ハ
ン
ガ
リ
ー
大
使
館
を
は
じ
め
と
す

る
駐
日
Ｖ
４
各
国
大
使
館
、
そ
し
て
、
Ｖ
４
諸
国
と

水
田
理
事
長
へ
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
勲
章
授
与

日
時
：
２
０
１
３
年
11
月
21
日

場
所
：
駐
日
ハ
ン
ガ
リ
ー
大
使
館

本
学
に
て
「
Ｖ
４
＋
日
本 

安
全
保
障
セ
ミ
ナ
ー
」

お
よ
び
「
Ｖ
４
＋
日
本 

学
生
会
議
」
を
開
催

日
時
：
２
０
１
４
年
２
月
４
日
、５
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

ハンガリー首相より叙勲を受ける水田理事長

V4 ＋日本 学生会議の様子

V4 ＋日本　安全保障セミナーの様子
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の
学
術
交
流
を
進
め
る
本
学
と
の
共
催
に
よ
り
、
昨

年
に
引
き
続
い
て
本
学
に
て
「
Ｖ
４
＋
日
本
」
安
全

保
障
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
地
下
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
日
本
政

府
を
は
じ
め
、
Ｖ
４
各
国
の
大
使
や
25
か
国
の
大
使

館
の
外
交
団
、
本
学
関
係
者
、
Ｖ
４
か
ら
の
留
学
生

を
含
む
本
学
学
生
、
有
識
者
、
本
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル

教
育
を
支
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
企
業
の
方
々
ら

約
１
７
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
の
冒
頭
で
は
、
水
田
宗
子
理
事
長
が

「
今
年
も
本
学
で
Ｖ
４
＋
日
本
の
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催

で
き
て
光
栄
で
す
。
21
世
紀
は
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
の

時
代
で
あ
り
、
本
学
も
今
回
の
よ
う
な
セ
ミ
ナ
ー
や

コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
開
催
を
通
じ
て
、
日
本
と
Ｖ
４

の
発
展
に
寄
与
で
き
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に

努
め
て
い
き
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
引
き
続

き
、
日
本
政
府
を
代
表
し
て
牧
野
た
か
お
外
務
大
臣

政
務
官
が
基
調
講
演
を
行
い
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進

み
、
世
界
の
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
は
急
激
に
変
化
し
、

基調講演を行なう牧野たかお外務大臣政務官 挨拶する水田理事長

セッションの様子

基調講演を行なうセルダヘイ大使

国
境
を
越
え
た
脅
威
が
増
大
す
る
中
、
ど
の
国
も
一

国
で
問
題
を
解
決
し
、
自
ら
の
平
和
と
安
全
を
維
持

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
価
値
観
を
共
有
す
る

日
本
と
Ｖ
４
が
協
力
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
に
続
い
て
行
わ
れ
た
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
に

お
い
て
は
、
日
本
お
よ
び
Ｖ
４
諸
国
か
ら
参
加
し
た

実
務
担
当
者
お
よ
び
専
門
家
が
、
①
東
ア
ジ
ア
の
安

全
保
障
環
境
と
日
本
の
外
交
課
題
、
②
中
欧
の
安
全

保
障
環
境
と
Ｖ
４
の
外
交
課
題
そ
し
て
、
③
東
ア
ジ

ア
と
中
欧
の
安
全
保
障
環
境
が
相
互
に
連
関
し
て
い

る
と
の
共
通
認
識
に
基
づ
き
、
海
洋
安
全
保
障
、
サ

イ
バ
ー
、
ミ
サ
イ
ル
防
衛
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
セ
ミ
ナ
ー
の
最
後
に
、
城
西
国
際
大
学
の

柳
澤
伯
夫
学
長
が
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
ス
ピ
ー
チ
を
行
い

ま
し
た
。

　

参
加
し
た
学
生
ら
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
グ
ロ
ー

バ
ル
な
視
野
を
持
つ
た
め
の
大
変
貴
重
な
機
会
を
得

て
、
皆
熱
心
に
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
発
表
や
討
議
を
聞

い
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
学
は
Ｖ
４
の
17
の
大
学
（
ハ
ン
ガ
リ
ー

９
大
学
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
４
大
学
、
チ
ェ
コ
３
大
学
、

ス
ロ
バ
キ
ア
１
大
学
）
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し

て
国
際
交
流
を
展
開
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
大
学
か

ら
現
在
30
名
の
留
学
生
が
城
西
大
学
お
よ
び
城
西
国

際
大
学
で
学
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
に

２
０
０
名
以
上
の
本
学
の
学
生
が
こ
れ
ら
の
大
学
に

留
学
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
学
で
は
２
０
０
８
年

以
降
、
城
西
大
学
・
城
西
国
際
大
学
両
学
で
の
べ

４
千
名
の
学
生
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
を
学
ん
で
き
ま
し

た
が
、
昨
年
４
月
か
ら
は
加
え
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
・

チ
ェ
コ
語
の
授
業
も
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、
グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
の
一
層
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
学
は
昨
年
11
月
に
、
こ
れ
ま
で
の
中
欧

地
域
で
の
教
育
実
績
を
踏
ま
え
、
同
地
域
と
の
さ

ら
な
る
共
同
研
究
・
学
術
交
流
・
人
材
育
成
の
推

進
、
学
部
・
大
学
院
教
育
支
援
を
目
的
と
す
る
「
中

欧
研
究
所
（T

he Josai Institute for Central 
European Studies

）」
を
設
置
し
、
活
動
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。

Ｖ
４
＋
日
本 

学
生
会
議

　

翌
２
月
５
日
に
は
、
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

３
号
棟
５
階
国
際
会
議
場
に
て
本
学
主
催
に
よ
る

「
Ｖ
４
＋
日
本 

学
生
会
議
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
は
、
前
日
の
「
Ｖ
４
（
ヴ
ィ
シ
ェ
グ
ラ
ー

ド
４
）
＋
日
本 

安
全
保
障
セ
ミ
ナ
ー
」
に
連
動
し

て
本
学
に
よ
り
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、「
Ｖ
４
＋
日

本
」
交
流
年
の
記
念
行
事
の
一
つ
と
し
て
外
務
省
か

ら
認
定
を
受
け
た
も
の
で
す
。
Ｖ
４
各
国
の
相
互
理

解
お
よ
び
日
本
と
の
連
携
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
本
学
お
よ
び
本
学
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し

て
い
る
Ｖ
４
の
学
生
・
若
手
研
究
者
ら
が
パ
ネ
リ
ス

ト
と
し
て
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
会
議
は
Ｖ
４
の
芸
術
・
学
術
・
教
育
・

観
光
分
野
等
で
の
協
力
推
進
を
目
的
と
し
て
設
立
さ

れ
た
ヴ
ィ
シ
ェ
グ
ラ
ー
ド
基
金
よ
り
日
本
で
は
初
め

て
助
成
を
受
け
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
と
も

に
、
前
述
し
た
本
学
中
欧
研
究
所
の
最
初
の
具
体
的

活
動
で
も
あ
り
ま
す
。

　

会
議
に
は
、
大
使
館
・
外
務
省
関
係
者
、
本
学
お

よ
び
本
学
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
て
い
る
Ｖ
４

の
学
生
・
本
学
へ
の
留
学
生
、
教
員
、
企
業
関
係
者

ら
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

会
議
は
、
中
欧
研
究
所
の
柴
宜
弘
副
所
長
の

司
会
進
行
の
も
と
全
て
英
語
で
行
わ
れ
、
水
田

宗
子
理
事
長
、
セ
ル
ダ
ヘ
イ
・
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー

ン
（SZERD

A
H

ELY
I István

）
駐
日
ハ
ン
ガ

リ
ー
大
使
、
ミ
ハ
イ
ル
・
コ
ッ
ト
マ
ン
（M

ichal 
K

O
T

T
M

A
N

）
駐
日
ス
ロ
バ
キ
ア
大
使
の
挨
拶
に

続
き
、
ス
ロ
バ
キ
ア
共
和
国
外
務
省
の
ジ
ョ
ゼ
フ
・

ポ
ラ
コ
ヴ
ィ
ッ
チ
（Jozef PO

LA
K

O
V

IČ

）
副
局

長
が
、
Ｖ
４
の
現
在
ま
で
の
歩
み
に
関
す
る
基
調
講

演
を
行
い
ま
し
た
。
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そ
の
後
、
セ
ミ
ナ
ー
は
、
昼
食
を
挟
ん
で
テ
ー
マ

別
に
以
下
の
四
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
実
施
さ
れ
、
各

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
Ｖ
４
か
ら
の

学
生
と
本
学
の
学
生
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
そ
れ
ぞ

れ
の
視
点
か
ら
興
味
深
い
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
後
、
本
学
学
生
お
よ
び
Ｖ
４
か
ら
の
本
学
へ

の
留
学
生
を
中
心
に
活
発
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や

質
疑
応
答
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
会
議
の
様
子
は
会
場
以
外
に
も
東
京
紀

尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
の
別
教
室
や
城
西
大
学
お
よ

び
城
西
国
際
大
学
の
教
室
に
も
同
時
中
継
さ
れ
、
両

学
で
多
く
の
学
生
が
学
生
会
議
を
熱
心
に
聞
い
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
終
了
後
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
会
議
を

受
け
て
参
加
者
同
士
が
さ
ら
な
る
意
見
交
換
を
し
て

議
論
を
深
め
る
と
と
も
に
、
国
際
交
流
を
大
い
に
深

め
ま
し
た
。

　

今
回
の
会
議
に
参
加
し
た
学
生
た
ち
は
、
Ｖ
４
各

国
間
お
よ
び
日
本
の
地
域
・
文
化
の
違
い
を
認
識
し

た
上
で
、
相
互
理
解
を
よ
り
深
め
る
た
め
の
議
論
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
、
将
来
の
各
国
お
よ
び
世
界
の

発
展
に
貢
献
で
き
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
に
な
る
た
め

の
大
変
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

セッション３で発表するプラハ経済大学のパネリスト

セッション２で発表する本学の学生

活発な質疑応答

挨拶するコットマン大使

　

２
０
１
３
年
12
月
17
日
、
駐
日
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大

使
ラ
ー
シ
ュ
・
ヴ
ァ
リ
エ
（Lars V

A
RGÖ

）
閣

下
が
本
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
学
さ

れ
、
特
別
公
開
講
座
と
し
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
学
は
、
中
期
目
標
で
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

に
向
け
た
国
際
交
流
活
動
強
化
を
掲
げ
て
世
界
の
さ

ま
ざ
ま
な
大
学
と
積
極
的
に
国
際
交
流
を
深
め
る

中
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
関
し
て
も
、
第
２
次
世
界
大

戦
中
に
多
く
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
命
を
救
っ
た
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
実
業
家
ラ
ウ
ル
・
ワ
レ
ン
バ
ー
グ
（Raoul 

W
A

LLEN
BERG

）
氏
の
功
績
を
た
た
え
た
植
樹

式
を
２
０
１
２
年
10
月
に
城
西
国
際
大
学
に
て
行
う

な
ど
、
こ
れ
ま
で
も
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
館
を
通
じ

て
積
極
的
に
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
水
田
宗
子
理
事
長
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
よ

り
詩
人
と
し
て
の
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
、
東
ア
ジ

ア
の
生
命
の
尊
厳
を
表
現
す
る
詩
人
に
授
与
さ
れ
る

「
チ
カ
ダ
賞
」
を
受
賞
し
、
授
賞
式
が
２
０
１
３
年

12
月
９
日
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
館
に
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

ヴ
ァ
リ
エ
大
使
に
は
、
２
０
１
２
年
７
月
に
城
西

国
際
大
学
大
学
院
国
際
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

専
攻
エ
グ
ゼ
グ
テ
ィ
ブ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
新
し
い
グ

ロ
ー
バ
ル
社
会
と
日
本
の
将
来
」
で
も
講
演
を
い
た

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
が
来
学
、講
演
開
催

日
時
：
２
０
１
３
年
12
月
17
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

●セッション１
Regional Disparities in 
Slovakia and Japan; and 
Possible Approaches to 
Their Mitigation

（スロバキアと日本における
地域格差とその低減へのアプ
ローチ）

●セッション2
V4 plus Japan Exchange 
Year: The Methods of 
Deepening Understanding 
between Countries

（V4＋日本交流年：両国の
相互理解を深める方法）

●セッション3
Euro and Its Implications 
for V4 Countries

（通貨ユーロと V4各国の取
り組み）

●セッション4
Tokyo 2020: How Can 
Sport Bring Nations and 
Organisations Closer?

（東京2020年：スポーツに
よって国家と組織をどう密
接に結びつけるか）
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だ
い
て
お
り
、
今
回
の
講
演
は
そ
れ
に
続
く
２
回
目

と
な
る
も
の
で
、
本
学
の
特
別
公
開
講
座
と
し
て
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
に
先
立
ち
、
水
田
理
事
長
は
「
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
は
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
は
じ
め
と
す
る
学
問
分
野
の

み
な
ら
ず
、
世
界
的
な
企
業
も
多
く
、
女
性
の
社
会

進
出
と
い
う
面
で
も
非
常
に
進
ん
で
お
り
、
日
本
が

見
習
う
点
の
多
い
国
で
す
。
本
日
の
講
演
が
本
学
の

学
生
の
刺
激
に
な
り
、
国
際
的
な
視
野
が
広
が
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
選
択
と
未
来
」
と
題
し
た
講

演
で
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
概
要
を
は
じ
め
、
産

業
・
政
治
・
教
育
・
福
祉
制
度
な
ど
幅
広
い
分
野
に

お
け
る
特
徴
や
日
本
と
の
相
違
点
な
ど
に
つ
い
て
、

時
々
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
流
暢
な
日
本
語
で
お

話
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
高
負
担
制
度
に
支
え
ら
れ

た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
社
会
・
高
齢
者
福
祉
制
度
に
関

す
る
お
話
は
、
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
今
後
一
層
の

医
療
・
福
祉
の
充
実
が
求
め
ら
れ
る
日
本
に
と
っ
て

も
大
変
示
唆
に
富
む
も
の
で
し
た
。

　

講
演
に
は
、
大
使
と
共
に
来
学
さ
れ
た
エ
ヴ
ァ
夫

人
を
は
じ
め
、
福
川
伸
次
日
本
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
協
会

副
会
長
・
元
通
産
事
務
次
官
や
、
ニ
ル
ス
・
ホ
ー
ン

マ
ル
ク
同
協
会
副
会
長
、
林
康
夫
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
顧

問
、
須
永
昌
博
（
社
）
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
社
会
研
究
所

所
長
ら
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
縁
の
深
い
各
種
団
体
・
企

業
の
方
々
に
加
え
、
本
学
か
ら
は
水
田
理
事
長
や
森

本
雍
憲
城
西
大
学
学
長
、
柳
澤
伯
夫
城
西
国
際
大
学

学
長
を
は
じ
め
、
欧
州
な
ど
海
外
か
ら
の
留
学
生
や

両
学
の
学
生
な
ど
総
勢
１
３
０
名
が
集
ま
り
、
熱
心

に
大
使
の
お
話
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
演
会
終
了
後
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、

多
く
の
ゲ
ス
ト
に
混
じ
っ
て
本
学
の
学
生
ら
が
、
講

演
内
容
に
関
す
る
意
見
交
換
や
質
疑
応
答
を
含
め
、

積
極
的
に
大
使
と
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
大
使
の
来
学
・
講
演
を
機
会
に
、
今
後
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
大
学
と
の
具
体
的
な
交
流
が
ス
タ
ー

ト
す
る
こ
と
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

学
校
法
人
城
西
大
学
の
水
田
宗
子
理
事
長
は
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
館
よ
り
詩
人
と
し
て
の
活
動
が
高

く
評
価
さ
れ
、
東
ア
ジ
ア
の
生
命
の
尊
厳
を
表
現
す

る
詩
人
に
授
与
さ
れ
る
「
チ
カ
ダ
賞
」
を
受
賞
し
、

そ
の
授
賞
式
が
２
０
１
３
年
12
月
９
日
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
大
使
館
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
詩
人
で
ノ
ー
ベ
ル

文
学
賞
受
賞
者
ハ
リ
ー
・
マ
ッ
テ
ィ
ン
ソ
ン
（H

arry 
M

A
RT

IN
SO

N

）
生
誕
１
０
０
周
年
を
記
念
し
て

２
０
０
４
年
に
設
立
さ
れ
た
賞
で
、
こ
の
賞
の
名
前

は
、
１
９
５
３
年
に
出
版
さ
れ
た
マ
ッ
テ
ィ
ン
ソ
ン

の
詩
集
「
チ
カ
ダ
（〝
蝉
〟
の
意
）」
に
由
来
し
ま

す
。
こ
の
詩
集
は
、
詩
集
「
ア
ニ
ア
ー
ラ
」
の
最
初

の
29
編
「
ド
リ
ス
と
ミ
マ
の
詩
」
を
収
録
し
て
お

り
、
そ
の
詩
集
制
作
に
は
、
日
本
へ
の
原
爆
の
投
下

と
、
そ
れ
に
続
く
１
９
５
３
年
の
水
素
爆
弾
の
開
発

が
特
に
重
要
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　

今
回
の
授
与
は
同
賞
の
設
立
以
来
６
回
目
と
な
る

も
の
で
、
こ
れ
ま
で
に
宗
左
近
氏
、
金
子
兜
太
氏
、

高
銀
（
コ
・
ウ
ン
）
氏
、
申
庚
林
（
シ
ン
・
ギ
ョ
ン

ニ
ム
）
氏
、
文
貞
姬
（
ム
ン
・
ジ
ョ
ン
ヒ
）
氏
の
著

名
な
詩
人
５
人
が
受
賞
し
て
お
り
、
日
本
人
と
し
て

は
３
人
目
の
受
賞
と
な
り
ま
す
。

　

授
賞
式
に
は
、
本
学
と
の
交
流
も
深
い
チ
ェ
コ

の
カ
テ
リ
ー
ナ
・
フ
ィ
ア
ル
コ
ヴ
ァ
ー
（K

ateřina 
FIA

LK
O

V
Á

）
大
使
や
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
関
す

水
田
理
事
長
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
「
チ
カ
ダ
賞
」
を
受
賞

日
時
：
２
０
１
３
年
12
月
９
日

場
所
：
駐
日
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
国
大
使
館

ヴァリエ大使（左）より賞状を受け取る水田理事長

チカダ賞の賞状とトロフィー

講演するヴァリエ大使

レセプションで大使と意見交換する留学生たち
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る
ゲ
ス
ト
の
方
々
を
は
じ
め
、
本
学
か
ら
も
欧
州
を

中
心
と
す
る
海
外
か
ら
の
留
学
生
や
教
員
ら
が
出
席

し
、
皆
で
受
賞
を
祝
い
ま
し
た
。

　

授
賞
式
で
は
、
最
初
に
ラ
ー
シ
ュ
・
ヴ
ァ
リ
エ

（Lars V
A

RGÖ
）
大
使
が
挨
拶
し
、「
水
田
宗
子

さ
ん
の
詩
は
、
海
外
生
活
に
お
い
て
幅
広
い
経
験
を

し
、
近
代
化
と
女
性
表
現
を
研
究
し
て
き
た
喪
失
の

悲
し
み
の
深
さ
を
押
し
隠
し
、
感
情
を
対
象
化
し

て
、
清
新
な
作
品
と
し
て
独
自
の
詩
世
界
を
成
立
さ

せ
て
い
ま
す
」
と
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大

使
よ
り
水
田
理
事
長
に
チ
カ
ダ
賞
の
賞
状
と
ト
ロ

フ
ィ
ー
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ト
ロ
フ
ィ
ー

は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
著
名
な
陶
芸
家Gunilla 

SU
N

D
ST

RÖ
M

氏
の
手
に
よ
る
も
の
で
、
詩
集

「
チ
カ
ダ
」
の
内
容
に
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
て
制
作

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

水
田
理
事
長
は
「
こ
の
よ
う
な
名
誉
あ
る
国
際
詩

人
の
賞
を
い
た
だ
き
、
大
変
光
栄
で
す
。
ヴ
ァ
リ
エ

大
使
を
は
じ
め
、
こ
の
賞
の
創
造
に
力
を
尽
く
さ
れ

た
方
々
に
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
私
は
こ

れ
ま
で
西
欧
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
文
化
の
異
邦
人
で
あ
る

多
く
の
女
性
詩
人
た
ち
や
大
庭
み
な
子
さ
ん
た
ち
と

の
交
流
を
通
し
て
、
国
と
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
衝
突
、

軋
轢
は
止
む
こ
と
は
な
い
が
、
人
々
は
そ
の
よ
う
な

国
家
間
の
争
い
と
は
無
縁
に
心
を
通
わ
せ
あ
い
、
絆

を
結
ん
で
い
く
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
そ
の
主
役
は
や
は
り
詩
で
あ
り
、
詩

は
同
士
と
心
を
通
わ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
魂
の
在
処

を
瞬
間
で
さ
ぐ
り
あ
て
ら
れ
る
他
者
と
の
出
会
い
を

可
能
に
す
る
も
の
で
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
受
賞
の
喜
び
と
感
謝
の
意
を
込
め
て
、
ハ
リ
ー
・

マ
ッ
テ
ィ
ン
ソ
ン
の
詩
の
一
つ
を
朗
読
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
た
び
の
水
田
理
事
長
の
チ
カ
ダ
賞
受

賞
を
記
念
し
て
、
２
０
１
４
年
６
月
７
日
に
本
学
東

京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
歴
代
の
受
賞
者
と
高
名

な
詩
人
を
お
招
き
し
、「
生
命
の
尊
厳
を
表
現
す
る

と
い
う
こ
と
」
と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す

る
予
定
で
す
。

水
田
宗
子 

詩
人
と
し
て
の
経
歴

　

大
学
在
学
中
に
、
現
代
詩
の
会
と
し
て
の
ち
に
多

く
の
詩
人
・
作
家
を
輩
出
す
る
『
詩
組
織
』（
ぶ
う
め

ら
ん
ぐ
の
会
）
に
参
加
。
そ
の
後
、
１
９
６
１
年
に

イ
エ
ー
ル
大
学
に
留
学
。
シ
ル
ヴ
ィ
ア
・
プ
ラ
ス
や

そ
の
他
の
詩
人
と
の
出
会
い
も
あ
り
、
評
論
活
動
も

開
始
す
る
。『
春
の
終
り
に
』（
１
９
７
６
年
）『
幕
間
』

（
１
９
８
０
年
）を
出
版
。『
炎
え
る
琥
珀
』（
１
９
９
６

年
）
は
、
米
国
リ
バ
ー
サ
イ
ド
在
住
の
時
出
会
っ
た

芥
川
賞
作
家
大
庭
み
な
子
氏
と
の
往
復
詩
で
あ
る
。

１
９
８
５
年
に
24
年
間
の
米
国
生
活
を
終
え
、
父
水

田
三
喜
男
が
創
立
し
た
学
校
法
人
城
西
大
学
を
引
き

継
ぐ
た
め
に
帰
国
。
詩
組
織
の
解
散
も
あ
り
、
12

年
間
の
未
発
表
の
詩
を
集
め
、『
帰
路
』（
２
０
０
８

年
）
を
出
版
。
ま
た
、『
サ
ン
タ
バ
ー
バ
ラ
の
夏
休

み
』（
２
０
１
０
年
）『
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
結
婚
式
』

（
２
０
１
３
年
）『
青
い
藻
の
海
』（
２
０
１
３
年
）

は
、
い
の
ち
の
循
環
、
人
が
ど
こ
か
ら
き
て
何
処
へ

行
く
の
か
、
沈
黙
の
裏
に
あ
る
記
憶
、
そ
し
て
喪
の

受
け
入
れ
が
テ
ー
マ
と
し
て
共
通
し
て
い
る
。

　

２
０
１
３
年
10
月
25
日
、
総
理
大
臣
公
邸
で
開

催
さ
れ
た
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
夫
妻
の
主
催
に
よ

る
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
夕
べ
」
に

お
い
て
、
本
学
に
留
学
中
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
大
学

（U
niversity of W

arsaw

）、
ポ
ー
ラ
ン
ド
日
本

情
報
工
科
大
学
（Polish-Japanese Institute of 

Inform
ation T

echnology

）
の
学
生
が
招
か
れ

て
、
今
後
の
両
国
の
交
流
進
展
に
向
け
た
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
学
は
、
中
期
目
標
に
お
い
て
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

の
育
成
に
向
け
た
国
際
交
流
活
動
強
化
を
掲
げ
、
世

界
の
さ
ま
ざ
ま
な
大
学
と
積
極
的
に
国
際
交
流
を
深

め
て
い
ま
す
。
特
に
、
中
欧
の
国
々
の
高
等
教
育
機

関
と
活
発
な
交
流
を
進
め
て
お
り
、
本
年
度
ポ
ー
ラ

ン
ド
の
３
大
学
よ
り
13
名
の
学
生
を
１
年
間
の
予
定

で
留
学
生
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
招
待
は
、
本
年
６
月
の
安
倍
総
理
の
ワ
ル

シ
ャ
ワ
訪
問
に
同
行
さ
れ
た
総
理
夫
人
が
、
ワ
ル

シ
ャ
ワ
大
学
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
日
本
情
報
工
科
大
学
を

往
訪
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
本
学
に
在

学
す
る
両
大
学
の
学
生
た
ち
に
「
10
月
の
『
ポ
ー
ラ

ン
ド
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
夕
べ
』
で
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

の
魅
力
に
つ
い
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
日
本
と

ポ
ー
ラ
ン
ド
が
ど
う
す
れ
ば
さ
ら
に
密
接
な
関
係
に

な
れ
る
の
か
、
留
学
生
の
視
点
か
ら
提
言
・
提
案
を

し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
依
頼
を
い
た
だ
い
た
も
の
で

す
。

　

当
日
は
、
本
学
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
留
学
生
８
名
が
、

安
倍
総
理
夫
妻
を
は
じ
め
、
来
日
中
の
ヤ
ヌ
シ
ュ
・

ピ
エ
ホ
チ
ン
ス
キ
（Janusz PIECH

O
CIŃ

SK
I

）

ポ
ー
ラ
ン
ド
副
首
相
兼
経
済
相
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
両
国
の
駐
日
大
使
夫
妻
、
日
本
・
ポ
ー

ラ
ン
ド
友
好
議
員
連
盟
お
よ
び
日
本
・
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
友
好
議
員
連
盟
の
国
会
議
員
等
両
国
関
係
者
の
前

で
、
今
後
の
交
流
の
一
層
の
進
展
に
向
け
た
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
留
学
生
そ
れ
ぞ
れ
が
日
本
へ
の
興
味

を
持
っ
た
き
っ
か
け
の
説
明
や
、
バ
ス
を
使
っ
た

「
移
動
文
化
セ
ン
タ
ー
」
に
よ
る
相
互
文
化
交
流
推

進
の
提
言
な
ど
を
行
い
、
両
国
関
係
者
か
ら
大
き
な

拍
手
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

安
倍
総
理
夫
妻
主
催「
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
夕
べ
」に
て
本
学

に
留
学
中
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
学
生
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
実
施

日
時
：
２
０
１
３
年
10
月
25
日

場
所
：
総
理
大
臣
公
邸

安倍首相を囲んで

●詩集
『春の終りに』 （八坂書房、1976年）
『幕間』 （八坂書房、1980年）
『炎える琥珀』 大庭みな子氏と共著 （中央公論社、1996年）
『帰路』 （思潮社、2008年）
『サンタバーバラの夏休み』 （思潮社、2010年）
『アムステルダムの結婚式』 （思潮社、2013年）
『青い藻の海』 （思潮社、2013年）

●詩の評論
『シルヴィア・プラス：受難の女性詩人』 （牧神社、1979年）
『モダニズムと〈戦後女性詩〉の展開』 （思潮社、2012年）

●エッセイ
『ことばが紡ぐ羽衣：女たちの旅の物語』 （思潮社、1998年）
『居場所考：家族のゆくえ』 （フェミックス、1998年）
『女性学との出会い』 （集英社、2004年）



No.18  2014.3.31

8

　

学
校
法
人
城
西
大
学
は
、
２
０
１
３
年
10
月
７
日

か
ら
９
日
に
か
け
て
マ
レ
ー
シ
ア
の
マ
レ
ー
シ
ア
・

プ
ル
リ
ス
大
学
（U

niversiti M
alaysia Perlis

）

で
行
わ
れ
た
「
第
12
回
ア
ジ
ア
学
長
フ
ォ
ー
ラ
ム

（12th A
sian U

niversity Presidents Forum

）」

に
参
加
し
、
９
日
に
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
タ
イ
の
４
大
学
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。

　

本
学
は
、
中
期
目
標
に
お
い
て
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

の
育
成
に
向
け
た
国
際
交
流
活
動
強
化
を
掲
げ
、
世

界
の
さ
ま
ざ
ま
な
大
学
と
積
極
的
に
国
際
交
流
を
深

め
て
お
り
、
中
で
も
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
と
の
高
等
教

育
機
関
と
の
提
携
を
進
め
て
い
ま
す
。
特
に
、
マ

レ
ー
シ
ア
に
は
２
０
１
３
年
の
夏
に
１
３
０
名
以
上

の
学
生
を
送
り
、
語
学
教
育
や
薬
学
の
分
野
に
お
い

て
活
発
な
交
流
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
水
田
宗
子
理
事
長
の
代
理
で
並

河
克
彦
経
営
企
画
室
長
が
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加

し
、
多
く
の
大
学
と
の
交
流
を
行
っ
た
中
で
今
回
の

協
定
締
結
に
至
っ
た
も
の
で
す
。

　

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
ア
ジ
ア
地
域
各
国
に

お
け
る
教
育
へ
の
関
心
の
高
ま
り
や
各
大
学
の
国

際
化
へ
の
対
応
強
化
を
反
映
す
る
よ
う
に
、
23
か

国
、
78
大
学
か
ら
１
５
０
人
以
上
が
集
ま
っ
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
セ

レ
モ
ニ
ー
に
は
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
（M

ahathir bin 
M

oham
ad

）
元
首
相
、
ム
ヒ
デ
ィ
ン
・
ヤ
シ
ン

（T
an Sri M

uhyiddin Y
assin

）
副
首
相
兼
教
育

相
が
出
席
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
期
間
中
、
本
学
は
多
く
の
大
学
と

そ
れ
ぞ
れ
の
国
々
の
高
等
教
育
の
現
状
、
各
大

学
と
の
教
育
・
研
究
に
お
け
る
共
同
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
構
築
の
可
能
性
な
ど
に
関
し
て
意
見
を
交

わ
し
、
今
回
マ
レ
ー
シ
ア
の
マ
レ
ー
シ
ア
・
プ

ル
リ
ス
大
学
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
ラ
バ
ヤ
大
学

（U
niversitas Surabaya

）、
タ
イ
の
サ
イ
ア
ム
大

学
（Siam

 U
niversity

）
お
よ
び
タ
ク
シ
ン
大
学

（T
haksin U

niversity

）
と
学
術
交
流
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
と
の
間
で
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
の
協
力
を
具
体
的
に
進
め
て
い
く
予

定
で
す
。

マ
レ
ー
シ
ア
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、タ
イ
の
４
大
学
と

学
術
交
流
協
定
を
締
結

日
時
：
２
０
１
３
年
10
月
７
日
～
10
月
９
日

場
所
：
マ
レ
ー
シ
ア
・
プ
ル
リ
ス
大
学
、マ
レ
ー
シ
ア

　

学
校
法
人
城
西
大
学
は
、
２
０
１
３
年
11
月
27

日
、
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
考
古
学
者
で
文
化
庁
長

官
の
青
柳
正
規
氏
に
よ
る
特
別
公
開
講
座
「
ロ
ー

マ
帝
国
と
日
本
―
―
異
文
化
と
し
て
の
日
本
―
―
」

を
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
開
催
し
ま
し

た
（
共
催
：
学
校
法
人
城
西
大
学
多
文
化
共
生
セ

ン
タ
ー
、
城
西
国
際
大
学
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
女
性
学

研
究
所
）。

　

青
柳
氏
は
、
著
名
な
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
考
古

学
者
・
文
学
博
士
で
、
１
９
６
７
年
に
東
京
大
学

文
学
部
美
術
史
学
科
を
卒
業
、
１
９
６
９
年
同
大
学

院
修
士
課
程
を
修
了
後
ロ
ー
マ
大
学
へ
３
年
間
留

学
さ
れ
、
ポ
ン
ペ
イ
遺
跡
の
発
掘
に
携
わ
ら
れ
ま
し

た
。
後
に
東
京
大
学
文
学
部
長
、
副
学
長
を
経
て
、

２
０
０
８
年
に
国
立
西
洋
美
術
館
館
長
に
就
任
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
７
月
に
文
化
庁
長
官
に

就
任
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
京
大
学
名
誉
教
授
で
、

日
本
学
士
院
会
員
で
も
あ
り
、
２
０
０
６
年
に
は

紫
綬
褒
章
を
受
賞
、
２
０
１
１
年
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放

送
文
化
賞
も
受
賞
し
て
い
ま
す
。『
エ
ウ
ロ
ー
パ
の

舟
の
家
』（
地
中
海
学
会
賞
）『
古
代
都
市
ロ
ー
マ
』

（
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
賞
）
ほ
か
、
多
数
の
著
作
も
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
青
柳
氏
は
、
文
化
庁
長
官
ご
就
任
以
前
は

本
学
の
特
任
教
授
で
も
あ
り
、
今
回
の
特
別
公
開
講

座
を
共
催
し
た
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー
の
設
立
に
際

し
て
も
大
変
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

特
別
公
開
講
座
で
は
、
人
類
史
上
最
強
の
国
と

評
さ
れ
て
き
た
ロ
ー
マ
帝
国
が
、
な
ぜ
３
０
０
年

も
の
長
き
に
わ
た
り
そ
の
繁
栄
を
謳
歌
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
か
を
、
政
治
・
社
会
・
文
化
・
軍
隊
・

社
会
イ
ン
フ
ラ
な
ど
多
角
的
な
視
座
か
ら
考
え
、

ロ
ー
マ
帝
国
は
近
代
国
家
の
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に

高
度
に
発
達
し
た
社
会
シ
ス
テ
ム
を
も
つ
帝
国
で

あ
っ
た
と
い
う
点
を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

ロ
ー
マ
帝
国
と
日
本
社
会
と
の
比
較
か
ら
文
化
の
相

対
化
を
試
み
、
古
く
か
ら
日
本
の
文
化
は
安
定
・
均

衡
・
伝
統
・
し
き
た
り
・
技
術
の
繰
り
返
し
を
特
徴

と
す
る
「
穏
や
か
な
文
化
」「
循
環
文
化
」
に
位
置

す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
こ
こ
に
「
活
力
」
の
要

素
を
融
合
し
た
今
後
の
日
本
文
化
の
進
展
を
提
言
さ

れ
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
地
下
ホ
ー
ル
に
は
、
一
般
の
方
々

や
城
西
大
学
・
城
西
国
際
大
学
に
留
学
し
て
い
る
中

欧
や
中
国
な
ど
か
ら
の
留
学
生
や
本
学
教
員
・
学
生

ら
約
１
５
０
名
が
詰
め
か
け
、
皆
熱
心
に
講
演
を
聞

い
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
座
終
了
後
は
別
会
場
で
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
、
留
学
生
ら
が
青
柳
氏
を
囲
ん
で
、
海
外

と
日
本
の
文
化
論
な
ど
講
座
内
容
に
関
し
て
の
議
論

を
深
め
て
い
ま
し
た
。

講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

 
青
柳
正
規
文
化
庁
長
官
の
特
別
公
開
講
座
を
開
催

日
時
：
２
０
１
３
年
11
月
27
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

講演する青柳文化庁長官
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行
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
９
月
に
は
、
Ｍ

Ａ
Ｊ
Ａ
幹
部
メ
ン
バ
ー
が
隣
国
タ
イ
の
泰
日
工
業

大
学
（T

hai-N
ichi Institute of T

echnology

）

と
泰
日
経
済
技
術
振
興
協
会
（T

echnology 
Prom

otion A
ssociation

（T
hailand-Japan

））

を
訪
問
し
、
彼
ら
の
協
力
の
下
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
に

モ
ノ
づ
く
り
大
学
を
設
立
す
る
準
備
に
も
入
っ
て

い
ま
す
。

　

当
日
は
、
Ｍ
Ａ
Ｊ
Ａ
会
長
の
ミ
ン
・
ウ
ェ
イ

（M
yint W

ai

）
氏
が
本
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン

パ
ス
に
来
学
さ
れ
、
３
号
棟
国
際
会
議
場
に
て
水
田

宗
子
理
事
長
を
は
じ
め
と
す
る
学
校
法
人
城
西
大
学

の
執
行
部
メ
ン
バ
ー
ら
と
会
見
し
、
連
携
協
力
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。
会
見
の
中
で
水
田
理
事
長
は
、

「
本
日
は
、
本
学
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
国
際
交
流
に

と
っ
て
極
め
て
重
要
な
日
で
す
。
今
後
お
互
い
に
協

力
し
な
が
ら
両
国
で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ミ
ン
・
ウ
ェ
イ
会
長
も
「
本
日
、
素
晴
ら
し
い
キ
ャ

ン
パ
ス
を
見
学
し
て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
若
い
世
代
が

城
西
大
学
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
べ
る
と
確
信
を
し

ま
し
た
。
こ
の
た
び
の
連
携
協
力
協
定
締
結
を
機

に
、
今
後
の
両
機
関
の
交
流
を
進
め
、
貴
学
の
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
大
学
・
研
究
機
関
と
の
交
流
や
、
学
生
の

交
換
留
学
等
を
側
面
か
ら
支
援
し
て
い
き
た
い
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

締
結
後
、
ミ
ン
・
ウ
ェ
イ
会
長
は
本
学
の
第
４

回
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
フ
ォ
ー
ラ
ム
Ｊ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
お
い

て
「
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
ア
ジ
ア
の
未
来
」
と
い
う
題

目
で
講
演
さ
れ
、「
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
１
９
４
８
年

に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立
し
、
１
９
６
２
年
の
ネ
・

ウ
ィ
ン
（N

e W
in

）
将
軍
に
よ
る
軍
事
ク
ー
デ

タ
ー
に
至
る
ま
で
、
民
主
主
義
国
家
の
建
設
を
目

指
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
今
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
再

び
民
主
主
義
の
道
を
歩
み
始
め
て
い
ま
す
。
私
は

１
９
５
９
年
に
日
本
政
府
国
費
留
学
生
と
し
て
来

日
し
て
人
生
の
師
を
得
ま
し
た
。
東
京
工
業
大
学

の
永
井
道
雄
先
生
、
松
田
武
彦
先
生
、
そ
し
て
旧

海
外
技
術
者
研
修
協
会
（
Ａ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
）
理
事
長
の
穂

積
五
一
先
生
で
す
。
帰
国
後
は
日
本
で
学
ん
だ
思

想
と
考
え
方
を
国
の
た
め
に
役
立
て
た
い
と
今
日

ま
で
努
力
し
て
き
ま
し
た
。
欧
米
に
留
学
し
た
留

学
生
は
ほ
と
ん
ど
帰
国
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
日
本

に
留
学
し
た
学
生
は
７
割
以
上
が
帰
国
し
、
日
本

を
手
本
に
努
力
し
て
い
ま
す
。
国
づ
く
り
の
基
本
は

人
づ
く
り
で
す
。
私
た
ち
は
今
、
日
本
式
も
の
づ
く

り
大
学
を
作
ろ
う
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

講
演
後
は
ミ
ン
・
ウ
ェ
イ
会
長
を
囲
ん
で
の
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
、
そ
こ
で
元
駐

ミ
ャ
ン
マ
ー
日
本
大
使
田
島
高
志
氏
、
経
済
産
業
省

官
房
審
議
官
森
清
氏
、
駐
日
ミ
ャ
ン
マ
ー
大
使
館
ミ

ン
・
ゾ
ウ
・
ウ
ー
（M

in Zaw
 O

o

）
経
済
参
事
官

氏
、
法
政
大
学
学
事
顧
問
清
成
忠
男
氏
が
ス
ピ
ー
チ

を
行
い
ま
し
た
。

　

マ
レ
ー
シ
ア
の
マ
レ
ー
シ
ア
・
プ
ル
リ
ス
大
学

は
、
２
０
０
１
年
設
立
の
マ
レ
ー
シ
ア
最
北
、
タ
イ

国
境
に
近
い
プ
ル
リ
ス
州
に
あ
る
国
立
大
学
で
す
。

既
に
昨
年
の
ア
ジ
ア
・
サ
マ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お

い
て
、
他
の
３
校
を
含
め
た
５
校
間
の
包
括
的
協
定

を
結
ん
で
い
ま
し
た
が
、
今
回
、
追
加
的
に
相
互
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
ラ
バ
ヤ
大
学
は
、
１
９
６
６

年
に
設
立
さ
れ
た
東
ジ
ャ
ワ
州
最
大
の
私
立
大
学

で
、
本
学
と
は
薬
学
・
経
済
学
・
経
営
学
の
分
野
で

の
活
発
な
交
流
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

タ
イ
の
サ
イ
ア
ム
大
学
は
、
１
９
６
５
年
に

設
立
、
１
９
９
５
年
に
はSiam

 U
niversity 

International College

を
併
設
し
て
、
現
在
で
は

15
か
国
か
ら
４
０
０
名
以
上
の
留
学
生
を
受
け
入

れ
て
い
ま
す
。
タ
イ
国
内
第
５
位
の
規
模
の
私
立

大
学
で
、
特
に
ホ
テ
ル
観
光
学
科
は
多
く
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
持
ち
、
タ
イ
国
内

の
ホ
テ
ル
観
光
業
界
と
強
い
結
び
付
き
を
持
っ
て
い

ま
す
。

　

タ
ク
シ
ン
大
学
は
、
１
９
６
８
年
に
教
育
大
学
と

し
て
設
立
さ
れ
、
現
在
は
総
合
大
学
と
な
っ
て
い
ま

す
。
国
王
が
命
名
し
た
大
学
名
「
タ
ク
シ
ン
」
は
南

の
意
で
、
タ
イ
南
部
の
文
化
・
教
育
の
発
展
を
担
う

国
立
高
等
教
育
機
関
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

フォーラム出席者による記念撮影

連携協力協定締結

　

学
校
法
人
城
西
大
学
は
、
２
０
１
３
年
10
月
18
日

に
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
元
日
本
留
学
生
協
会（M

yanm
ar 

A
ssociation of Japan A

lum
ni

：
Ｍ
Ａ
Ｊ
Ａ
）

と
連
携
協
力
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

本
学
は
、
中
期
目
標
に
お
い
て
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
の
育
成
に
向
け
た
国
際
交
流
活
動
強
化
を
掲
げ

て
い
ま
す
が
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
連
携
協
力
協
定
を

結
ぶ
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。
Ｍ
Ａ
Ｊ
Ａ
は
、

か
つ
て
日
本
で
勉
強
し
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
元
留
学

生
が
お
互
い
の
連
携
を
強
め
て
人
脈
を
形
成
し
、

留
学
生
の
地
位
向
上
を
図
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に

２
０
０
１
年
に
結
成
さ
れ
た
同
窓
会
組
織
で
あ
り
、

日
本
語
教
育
や
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
育
成
の
た
め

の
技
術
研
修
、
経
営
研
修
の
事
業
を
積
極
的
に

ミ
ャ
ン
マ
ー
元
日
本
留
学
生
協
会（
Ｍ
Ａ
Ｊ
Ａ
）と

連
携
協
力
協
定
を
締
結

日
時
：
２
０
１
３
年
10
月
18
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
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２
０
１
３
年
10
月
30
日
、
大
連
市
外
事
弁
公
室
主

任
で
、
本
学
客
員
教
授
で
も
あ
る
于
涛
（Y

u T
ao

）

先
生
が
本
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
学
さ

れ
、
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

于
先
生
は
、
長
年
に
わ
た
り
大
連
市
の
経
済
、
文

化
、
福
祉
、
医
療
、
教
育
な
ど
幅
広
い
分
野
の
仕
事

に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
、
大
連
と
城
西
大
学
・
城
西

国
際
大
学
と
の
交
流
、
大
連
と
日
本
の
文
化
交
流

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

２
０
１
２
年
に
は
、
両
大
学
か
ら
メ
ン
バ
ー
が
参
加

し
て
行
わ
れ
た
「
中
国
大
連
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
研

修
団
」、
城
西
大
連
・
東
北
学
友
会
、
若
手
人
材
育

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
Ｊ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
グ
ロ
ー
バ
ル
女
性
人

材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｊ
Ｅ
Ｗ
Ｅ
Ｌ
）」
の
開
催
・

運
営
に
あ
た
っ
て
多
大
な
ご
協
力
と
支
援
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。「
中
国
大
連
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
研
修

団
」
で
は
、
研
修
先
や
病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
訪
問
を

ご
紹
介
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｅ
Ｗ
Ｅ
Ｌ
で
は
担

当
講
師
も
務
め
ら
れ
、
参
加
者
か
ら
も
「
急
激
に
発

展
を
続
け
る
中
国
お
よ
び
大
連
を
深
く
理
解
す
る
良

い
機
会
に
な
っ
た
」
と
大
変
好
評
で
し
た
。

　

東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
３
号
棟
に
て
行
わ
れ

た
講
演
会
で
は
、「
大
連
市
の
現
状
と
今
後
の
発
展
」

と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
ま
ず
、
大
連
市
の
経
済
産

業
の
概
況
と
今
後
に
つ
い
て
、
最
新
の
デ
ー
タ
を
も

と
に
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
、
大
連
市
の
急
速
な

高
齢
化
と
介
護
の
現
状
を
踏
ま
え
、
福
祉
政
策
を
早

急
に
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
最
後

に
、
大
連
市
に
お
け
る
女
性
の
社
会
的
地
位
や
活
動

状
況
と
ご
自
身
の
豊
富
な
体
験
に
基
づ
い
た
キ
ャ
リ

ア
向
上
の
た
め
の
働
き
方
な
ど
に
つ
い
て
、
集
ま
っ

た
大
勢
の
学
生
た
ち
や
水
田
理
事
長
を
は
じ
め
と
す

る
本
学
教
員
ら
を
前
に
流
暢
な
日
本
語
で
講
演
さ
れ

ま
し
た
。
講
演
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
中
国
の
女
性

の
働
く
環
境
や
中
国
の
就
職
事
情
、
大
連
市
に
お
け

る
Ｂ
Ｐ
Ｏ
（
ビ
ジ
ネ
ス
活
動
の
外
部
委
託
）
業
務
の

今
後
や
一
人
っ
子
政
策
緩
和
の
可
能
性
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
る
質
問
が
出
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
一
つ
ひ
と

つ
に
丁
寧
に
答
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
演
会
終
了
後
、
特
別
講
義
記
念
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
中
国
か
ら
の
留
学
生
を
含
む
本
学

学
生
た
ち
が
于
先
生
を
囲
ん
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

２
０
１
３
年
11
月
３
日
、
中
国
の
寧
夏
理
工
学
院

（N
ingX

ia Institute of T
echnology

）
の
趙
恵

娥
（Zhao H

uie

）
校
長
が
来
学
さ
れ
、
本
学
と
学

術
交
流
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

寧
夏
理
工
学
院
と
は
、
水
田
宗
子
理
事
長
を
団
長

と
す
る
本
学
訪
問
団
一
行
が
２
０
１
３
年
９
月
に
中

国
・
瀋
陽
を
訪
問
し
た
折
に
、
本
学
と
の
交
流
が
深

い
東
北
大
学
の
紹
介
に
よ
り
趙
校
長
と
面
会
し
て
両

学
の
交
流
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
持
た
れ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
今
回
の
来
学
お
よ
び
協
定
の
締

結
が
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　

寧
夏
理
工
学
院
は
、
中
国
西
北
部
の
寧
夏
石
嘴
山
市

に
位
置
す
る
私
立
大
学
で
す
。
創
立
は
１
９
８
５
年

で
、
文
理
学
部
、
電
気
情
報
工
程
学
部
、
経
済
管
理
学

部
、
機
械
工
程
学
部
、
建
築
環
境
学
部
の
五
つ
の
学

部
、
29
の
専
攻
を
有
し
、
学
生
数
は
約
８
千
人
で
す
。

　

学
術
交
流
協
定
の
調
印
式
は
、
訪
問
中
の
城
西
国

際
大
学
千
葉
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、
学
校
法
人
城

西
大
学
か
ら
は
水
田
理
事
長
や
城
西
国
際
大
学
柳
澤

伯
夫
学
長
、
倉
林
眞
砂
斗
副
学
長
ら
執
行
部
メ
ン

バ
ー
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

寧
夏
理
工
学
院
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結

日
時
：
２
０
１
３
年
11
月
３
日

場
所
：
城
西
国
際
大
学
千
葉
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス

講演する于先生

調印式を終えた水田理事長と趙校長（左）

両学関係者による記念撮影（前列右端：東北大学外国語学院の王克君書記、前列左端：王秋菊副院長）

大勢の学生たちを前に講演

大
連
市
外
事
弁
公
室
主
任
・
本
学
客
員
教
授
の

于
涛
先
生
が
来
学
、講
演
を
実
施

日
時
：
２
０
１
３
年
10
月
30
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
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締
結
に
先
立
ち
、
水
田
理
事
長
は
「
本
学
と
寧
夏

理
工
学
院
は
、
観
光
を
中
心
に
共
通
分
野
も
多
く
、

両
学
の
力
を
合
わ
せ
て
日
・
中
そ
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル

に
貢
献
で
き
る
人
材
育
成
に
取
り
組
み
た
い
」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。
続
い
て
趙
校
長
も
「
寧
夏
理
工
学
院

の
あ
る
中
国
西
部
は
、
こ
れ
か
ら
大
き
な
発
展
が
期

待
で
き
る
地
域
で
、
素
晴
ら
し
い
観
光
資
源
に
も
恵

ま
れ
て
い
る
。
両
学
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
に
よ

り
、
観
光
を
中
心
に
し
た
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
、
そ
の
後
包
括
協
定
お
よ
び

２
＋
２
の
共
同
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
協
定
書

の
締
結
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　

今
回
、
趙
校
長
は
東
北
大
学
外
国
語
学
院
の
王

克
君
（W

an K
ejun

）
書
記
や
王
秋
菊
（W

ang 
Q

iuju

）
副
院
長
ら
と
来
学
さ
れ
、
今
後
の
本
学
と

の
交
流
の
核
と
な
る
城
西
国
際
大
学
観
光
学
部
の
あ

る
安
房
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
主
要
施
設
を
見
学
し
、
観

光
学
部
の
渡
辺
淳
一
学
部
長
ら
と
今
後
の
具
体
的
な

交
流
内
容
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
の
場
を
持
ち
ま
し

た
。
ま
た
、
城
西
大
学
の
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
、
城
西

国
際
大
学
の
千
葉
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
問
し
て
両

学
の
執
行
部
と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
た
ほ
か
、
同

時
期
に
行
わ
れ
て
い
た
学
園
祭
も
視
察
し
た
り
す
る

な
ど
、
本
学
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
美
術
展
を
通
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル

の
新
し
い
魅
力
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
け
れ
ば
幸
い

で
す
。
今
後
イ
ス
ラ
エ
ル
か
ら
日
本
へ
の
留
学
生
が
増

え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
レ
ヴ
ィ
公
使
が
挨
拶
さ
れ
、「
城
西
大
学

の
ご
紹
介
を
得
て
こ
の
テ
ー
ブ
ル
ウ
ェ
ア
展
を
開
催

す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
で
最
も
大

切
な
の
は
台
所
、
そ
し
て
重
要
な
場
所
は
家
族
が
囲

む
食
卓
で
す
。
デ
ィ
ナ
ー
テ
ー
ブ
ル
で
の
食
事
は
重

要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
記
念
館
の
吉
田
明
夫
副

館
長
を
は
じ
め
、
日
本
イ
ス
ラ
エ
ル
親
善
協
会
の
秋

山
哲
会
長
お
よ
び
池
田
眞
副
会
長
、
坂
戸
市
オ
ー
プ

ン
ガ
ー
デ
ン
の
皆
さ
ま
、
高
校
の
先
生
方
、
企
業
の

方
、
ア
パ
ー
ト
オ
ー
ナ
ー
会
の
皆
さ
ま
等
多
く
の
方

が
来
場
さ
れ
、
独
特
で
ユ
ニ
ー
ク
な
デ
ザ
イ
ン
の
作

品
群
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
展
示
に
あ
わ
せ
て
館
内
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
は
、
昨
年
水
田
家
よ
り
本
学
へ
寄
贈
さ
れ
た

宮
川
長
春
《
江
戸
風
俗
図
巻
》
を
は
じ
め
、
近
世
・

近
代
絵
画
の
名
品
９
点
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ご
列
席
の
方
々
は
昨
年
10
月
に
城
西
短

期
大
学
30
周
年
、
薬
学
部
創
設
40
周
年
を
記
念
と
し

て
設
立
さ
れ
た
水
田
清
子
記
念
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
を

見
学
し
、
こ
の
た
び
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
記
念
館
よ
り
本

学
に
特
別
に
６
鉢
寄
贈
さ
れ
た
「
ア
ン
ネ
フ
ラ
ン
ク

の
形
見
の
バ
ラ
」
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
行
わ
れ
た
懇
親
会
で
は
、
日
本
イ
ス
ラ
エ

ル
親
善
協
会
の
秋
山
会
長
が
、「
イ
ス
ラ
エ
ル
に
は

何
千
年
も
続
い
た
歴
史
が
あ
り
、
そ
の
中
で
若
者
の

新
し
い
才
能
を
こ
の
よ
う
な
展
示
会
で
お
披
露
目
で

き
て
光
栄
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
バ
ラ

を
寄
贈
し
て
く
だ
さ
っ
た
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
記
念
館
吉

田
明
夫
副
館
長
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
懇
親
会
で
は
本
学
薬
学
部
医
療
栄
養
学
科

の
学
生
が
調
理
を
担
当
し
た
鯛
の
酒
蒸
し
、
と
う
も

ろ
こ
し
の
ス
ー
プ
、
酢
鶏
、
杏
仁
豆
腐
や
、
ハ
ン
ガ

リ
ー
語
で
「
ほ
っ
ぺ
た
」
と
い
う
意
味
の
ｐ
ｏ
ｆ
ａ

（
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
）
が
振
る
舞
わ
れ
、
テ
ー
ブ
ル

を
彩
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
ブ
ル
ウ
ェ
ア
展
の
開
催
を
通
し
て
、

ま
す
ま
す
本
学
と
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
交
流
が
深
ま
る

こ
と
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

城
西
大
学
水
田
美
術
館
で
は
、
駐
日
イ
ス
ラ
エ
ル

大
使
館
の
後
援
、
ホ
ロ
ン
・
デ
ザ
イ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
の
協
力
に
よ
り
「
イ
ス
ラ
エ
ル
テ
ー
ブ
ル
ウ
ェ
ア

展A
round a D

inner T
able

─
─
デ
ィ
ナ
ー
テ
ー

ブ
ル
を
囲
ん
で
─
─
」
を
２
０
１
４
年
２
月
７
日
よ

り
４
月
19
日
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。
初
日
前
日
の
２

月
６
日
に
、
駐
日
イ
ス
ラ
エ
ル
大
使
館
よ
り
ル
ツ
・

カ
ハ
ノ
フ
（Ruth K

ahanoff

）
大
使
の
代
理
と
し
て
、

ペ
レ
グ
・
パ
ブ
ロ
・
レ
ヴ
ィ
（Peleg Pablo Lew

i

）

公
使
が
城
西
大
学
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
学
さ
れ
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
展
覧
会
で
は
、
優
れ
た
芸
術
性
で
近
年
世
界

的
に
注
目
を
集
め
て
い
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
デ
ザ
イ
ン

の
う
ち
、
ホ
ロ
ン
に
あ
る
デ
ザ
イ
ン
専
門
の
美
術
館

「
ホ
ロ
ン
・
デ
ザ
イ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
の
テ
ー
ブ

ル
ウ
ェ
ア
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
21
組
の
若
手
デ

ザ
イ
ナ
ー
、
ス
タ
ジ
オ
お
よ
び
デ
ザ
イ
ン
レ
ー
ベ
ル

の
作
品
を
紹
介
し
、
デ
ィ
ナ
ー
テ
ー
ブ
ル
に
欠
か
せ

な
い
食
器
類
を
展
示
さ
れ
ま
し
た
。 

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
水
田
宗
子
理
事
長

は
、「
２
０
１
２
年
10
月
26
日
に
行
わ
れ
た
ラ
ウ
ル
・

ワ
レ
ン
バ
ー
グ
（Raoul W

allenberg

）
氏
の
城
西
国

際
大
学
で
の
植
樹
式
が
ご
縁
で
親
し
く
な
り
ま
し
た
イ

ス
ラ
エ
ル
大
使
館
の
ご
好
意
を
得
て
、
こ
の
た
び
こ
の

よ
う
な
展
覧
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
大
変
嬉
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
展
覧
会
で
は
約
20
作
品
を
展
示

「
イ
ス
ラ
エ
ル
テ
ー
ブ
ル
ウ
ェ
ア
展
」
を
開
催

日
時
：
２
０
１
４
年
２
月
７
日
～
４
月
19
日

場
所
：
城
西
大
学
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス

挨拶をするレヴィ公使

テープカットの様子

展示会を鑑賞するレヴィ公使と水田理事長ら
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努
力
は
も
と
よ
り
、
ひ
と
え
に
地
域
の
皆
さ
ま
方
の

ご
支
援
と
励
ま
し
、
卒
業
生
、
父
母
後
援
会
、
地
域

の
自
治
体
、
多
く
の
企
業
と
高
等
学
校
の
皆
さ
ま
の

揺
る
ぎ
な
い
ご
支
援
の
賜
物
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
建

学
の
理
想
と
精
神
を
教
育
研
究
・
人
材
育
成
に
お
い

て
実
現
し
て
い
き
、
国
際
社
会
で
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
な
る
べ
く
つ
と
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
城
西
短
期
大
学
創
設
者
故
水
田
清

子
名
誉
理
事
長
の
功
績
を
顕
彰
す
る
と
と
も
に
、
短

期
大
学
創
立
30
周
年
と
薬
学
部
創
設
40
周
年
を
記
念

し
て
設
立
さ
れ
た
「
水
田
清
子
記
念
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ

ン
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
本
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
開
設
に
際
し
、
バ
ラ
の
花

で
大
変
有
名
な
ブ
ル
ガ
リ
ア
か
ら
「
ナ
デ
ィ
ア
」
と

呼
ば
れ
る
バ
ラ
の
苗
木
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
セ
レ

モ
ニ
ー
で
は
、
ガ
ー
デ
ン
入
口
に
て
水
田
理
事
長
や

ブ
ル
ガ
リ
ア
の
ヴ
ァ
シ
レ
フ
大
使
、
石
川
坂
戸
市

長
、
森
本
学
長
ら
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
っ
た
後
、

関
係
者
に
よ
る
「
ナ
デ
ィ
ア
」
の
苗
木
の
植
樹
式
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
総
合
体
育
館
に
て
祝
賀
会
が
盛
大
に
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

鈴
木
文
雄
同
窓
会
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、
短
期
大

学
と
薬
学
部
の
発
展
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
寄
与
さ
れ

た
方
た
ち
に
対
し
て
感
謝
状
や
特
別
感
謝
状
、
特
別

功
労
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
歓
談
を
挟
ん
で
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
移

り
、
そ
の
冒
頭
で
城
西
国
際
大
学
（
Ｊ
Ｉ
Ｕ
）
の
マ

ス
コ
ッ
ト
〝
Ｊ
（
ジ
ェ
イ
）〟
と
〝
Ｉ
（
ア
イ
）〟
か

ら
、
城
西
大
学
の
マ
ス
コ
ッ
ト
〝
ジ
ョ
ー
く
ん
〟
と

〝
コ
マ
ち
ゃ
ん
〟
に
高
さ
２
メ
ー
ト
ル
以
上
の
特
大

ケ
ー
キ
が
渡
さ
れ
、
短
期
大
学
、
薬
学
部
の
在
学
生

や
卒
業
生
、
理
事
長
や
森
本
学
長
ら
が
一
人
ず
つ
ス

テ
ー
ジ
に
上
が
り
、
合
計
40
本
の
お
祝
い
の
キ
ャ
ン

ド
ル
を
ケ
ー
キ
に
立
て
て
い
き
ま
し
た
。
本
学
の
吹

奏
楽
部
の
演
奏
の
も
と
、
会
場
の
皆
で
「
ハ
ッ
ピ
ー

バ
ー
ス
デ
ー
ト
ゥ
ー
ユ
ー
」
の
歌
を
歌
い
、
短
期
大

学
と
薬
学
部
の
卒
業
生
代
表
の
二
人
に
よ
っ
て
ケ
ー

キ
入
刀
の
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
会
場
に
詰
め
か

け
た
全
員
で
盛
大
に
祝
福
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
30
周
年
、
40
周
年
を
祝
う
ア
ト
ラ
ク

　

２
０
１
３
年
10
月
５
日
、
城
西
大
学
坂
戸
キ
ャ
ン

パ
ス
に
お
い
て
、
城
西
短
期
大
学
創
立
30
周
年
お
よ

び
城
西
大
学
薬
学
部
開
設
40
周
年
の
記
念
式
典
・
祝

賀
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
と
な
り
ま
し
た
が
、

式
典
に
は
ブ
ル
ガ
リ
ア
共
和
国
駐
日
大
使
ゲ
オ
ル

ギ
・
ヴ
ァ
シ
レ
フ
（Georgi V

assilev

）
閣
下
、
衆

議
院
議
員
山
口
泰
明
氏
、
坂
戸
市
長
石
川
清
氏
を
は

じ
め
と
す
る
多
く
の
ご
来
賓
や
地
域
の
皆
さ
ま
、
そ

し
て
薬
学
部
お
よ
び
短
期
大
学
卒
業
生
の
皆
さ
ま
、

在
学
生
、
教
職
員
ら
が
集
い
ま
し
た
。

　

城
西
大
学
は
１
９
６
５
年
の
創
立
以
来
、
既
に
48

年
の
年
月
を
経
ま
し
た
。
経
済
学
部
、
理
学
部
の
２

学
部
で
出
発
し
た
後
に
、
第
３
の
学
部
と
し
て
の
薬

学
部
が
１
９
７
３
年
に
設
立
さ
れ
、
そ
の
10
年
後
に

水
田
清
子
理
事
長
（
当
時
）
に
よ
る
女
性
人
材
の
育

成
を
目
指
し
て
短
期
大
学
部
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
現
在
に
至
る
ま
で
、
地
域
に
密
着
し
た
国
際

総
合
大
学
と
し
て
順
調
に
発
展
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

午
前
中
に
清
光
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、

水
田
宗
子
理
事
長
が
「
薬
学
部
40
周
年
、
短
期
大
学

30
周
年
は
創
立
か
ら
の
城
西
大
学
の
歩
み
、
そ
の
教

育
成
果
の
大
き
な
一
区
切
り
を
作
る
も
の
で
あ
り
、

間
近
に
迫
っ
た
大
学
創
立
50
周
年
の
先
駆
け
と
な

る
重
要
な
節
目
で
も
あ
り
ま
す
。
今
日
に
至
る
道
の

り
は
決
し
て
平
坦
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
現
在
城
西
大
学
が
順
調
に
本
来
の
教
育
事
業
を

持
続
的
に
発
展
さ
せ
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
教
職
員
の

周
年
記
念
事
業

 
短
期
大
学
創
立
30
周
年
、薬
学
部
開
設
40
周
年
の

記
念
式
典
・
祝
賀
会
を
挙
行

日
時
：
２
０
１
３
年
10
月
５
日

場
所
：
城
西
大
学
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス

周年記念事業

正門に掲げられた横断幕挨拶する水田理事長

式典関係者による記念撮影

ヴァシレフ大使に感謝状を授与
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シ
ョ
ン
と
し
て
、
両
大
学
の
吹
奏
楽
部
の
演
奏
や
教

職
員
の
合
唱
団
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
留
学
生
の
合
唱
の
ほ

か
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
の
演
技
等
、

さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
会
場
の
皆
で
城
西
大
学
、
短
期
大
学
の

学
歌
を
斉
唱
し
て
祝
賀
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
水
田
美
術
館
で
は
、
短
期
大
学
創
立
30
周

年
、
薬
学
部
創
設
40
周
年
を
記
念
し
、
２
０
１
３
年

に
水
田
家
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
新
収
蔵
品
を
特
別
に
公

開
し
ま
し
た
。
多
く
の
方
が
訪
れ
、
宮
川
長
春
《
江

戸
風
俗
図
巻
》
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
貴
重
な
作
品

群
を
鑑
賞
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

シ
ュ
ク
リ
学
長
は
、
２
０
０
１
年
に
設
立
さ
れ
た

Ｍ
Ｓ
Ｕ
の
前
身
で
あ
る
Ｋ
Ｕ
Ｔ
Ｐ
Ｍ
お
よ
び
Ｐ
Ｔ
Ｐ

Ｌ
カ
レ
ッ
ジ
グ
ル
ー
プ
を
創
立
し
て
以
来
、
両
教
育

機
関
の
学
長
と
し
て
大
学
の
拡
充
発
展
に
力
を
尽
く

さ
れ
、
文
化
学
術
交
流
の
促
進
な
ら
び
に
国
際
教
育

の
推
進
に
多
大
な
功
績
を
残
す
な
ど
、
マ
レ
ー
シ
ア

の
高
等
教
育
の
発
展
に
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
学
と
Ｍ
Ｓ
Ｕ
は
、
２
０
１
０
年
１
月
に
学
術
交

流
協
定
を
締
結
し
て
以
降
、
薬
学
部
を
中
心
に
短
期

交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
セ
メ
ス
タ
ー
交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
中
心
に
し
た
学
術
交
流
を
積
極
的
に
進
め
て
き
ま

し
た
。

　

２
０
１
３
年
11
月
25
日
と
26
日
に
、
大
学
院
教

育
や
学
習
評
価
法
、
臨
床
実
習
、
卒
業
研
究
に
関

す
る
各
国
の
薬
学
教
育
を
ど
の
よ
う
に
ハ
ー
モ
ナ

イ
ズ
し
て
い
く
か
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
第
４
回
ア
ジ

ア
太
平
洋
薬
学
教
育
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（4th A

sia 
Pacific Pharm

acy Education W
orkshop

）」

を
日
本
で
初
め
て
共
同
開
催
し
、
文
化
や
宗
教
、
年

齢
構
成
、
医
療
、
薬
剤
師
の
数
と
役
割
な
ど
が
異
な

る
中
で
薬
剤
師
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
が
ど
こ
に
あ
る
べ
き

か
な
ど
を
議
論
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
２
０
１
４
年
春
に
は
城
西
国
際
大
学
短
期

英
語
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
Ｍ
Ｓ
Ｕ
で
の
実
施
や
、
観
光

学
部
と
の
２
＋
２
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
始
が
予
定
さ

れ
て
お
り
、
今
後
一
層
の
充
実
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
、
シ
ュ
ク
リ
学
長
の
マ
レ
ー
シ
ア
の
高
等

教
育
に
お
け
る
数
多
く
の
功
績
や
本
学
と
の
交
流
に

お
け
る
多
大
な
貢
献
が
評
価
さ
れ
て
、
今
回
の
名
誉

博
士
記
授
与
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

地
下
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
授
与
式
で
は
、
水
田
宗

子
理
事
長
と
柳
澤
伯
夫
城
西
国
際
大
学
学
長
か
ら

シ
ュ
ク
リ
学
長
に
名
誉
博
士
記
と
メ
ダ
ル
、
ト
ロ

フ
ィ
ー
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
授
与
式
に
続
い
て
、
今
回
の
授
与
を
記
念

し
て
シ
ュ
ク
リ
学
長
の
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
講
演
は
「Globalisation &

 Its Im
pact on 

H
igher Education

」
を
テ
ー
マ
に
、
経
済
・
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
・
教
育
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
グ
ロ
ー

バ
ル
に
、
そ
し
て
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
に
変
化
し
て
い
く

中
で
の
、
今
後
の
高
等
教
育
そ
の
も
の
や
学
術
交
流

の
在
り
方
、
方
向
性
等
に
関
す
る
貴
重
な
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。

祝賀会の様子

ローズガーデン入口でのテープカット

名誉博士記を受け取るシュクリ学長（右）

授与式後の記念撮影

　

城
西
国
際
大
学
は
、
２
０
１
３
年
11
月
26
日
、
東

京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、
本
学
の
姉
妹
校
で

あ
る
マ
レ
ー
シ
ア
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
＆
サ
イ
エ
ン
ス

大
学
（M

anagem
ent and Science U

niversity:

Ｍ
Ｓ
Ｕ
）
の
ダ
ト
・
ウ
ィ
ラ
・
ド
ク
タ
ー
・
モ

ハ
メ
ッ
ド
・
シ
ュ
ク
リ
・
ア
ブ
・
ヤ
ジ
ャ
ド

（Professor D
ato' W

ira D
r. M

ohd Shukri A
b. 

Y
ajid

）
学
長
に
名
誉
博
士
記
を
授
与
し
ま
し
た
。

名
誉
学
位

マ
レ
ー
シ
ア
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
＆
サ
イ
エ
ン
ス
大
学

シ
ュ
ク
リ
学
長
に
名
誉
博
士
記
を
授
与

日
時
：
２
０
１
３
年
11
月
26
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

名誉学位
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２
０
１
４
年
２
月
20
日
、
学
校
法
人
城
西
大
学

水
田
宗
子
理
事
長
が
、
韓
国
有
数
の
医
療
系
私
立

大
学
で
あ
る
大
田
の
建
陽
大
学
校
（K

onyang 
U

niversity

）
金
熺
洙
（H

i-Soo K
im

）
総
長
よ

り
、
大
学
院
学
位
授
与
式
の
場
に
お
い
て
、
名
誉
経

営
学
博
士
号
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
水
田

理
事
長
の
素
晴
ら
し
い
学
問
上
の
業
績
、
教
育
に
お

け
る
業
績
、
大
学
運
営
に
際
し
卓
越
し
た
指
導
力
を

発
揮
し
た
業
績
、
建
陽
大
学
校
と
の
交
流
に
大
き
な

功
績
を
残
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
て
行
わ
れ
た
も
の

で
す
。
水
田
理
事
長
は
、
名
誉
博
士
号
授
与
記
念
と

し
て
、「
少
子
高
齢
社
会
に
お
け
る
性
差
社
会
／
文

化
の
変
容
と
大
学
教
育
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
行
い

ま
し
た
。

　

今
回
の
訪
問
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
城
西
国
際
大

学
と
の
み
締
結
さ
れ
て
い
ま
し
た
学
術
交
流
協
定
を

拡
大
し
、
城
西
大
学
も
含
め
た
「
学
校
法
人
城
西
大

学
」
と
の
協
定
と
し
て
新
た
に
調
印
を
行
い
ま
し

た
。
加
え
て
、
城
西
大
学
と
交
換
留
学
受
け
入
れ
の

調
印
も
な
さ
れ
、
今
後
の
幅
広
い
交
流
が
楽
し
み
と

な
り
ま
し
た
。

　

建
陽
大
学
校
は
、
医
学
薬
学
看
護
教
育
に
お
い

て
大
き
な
注
目
を
集
め
て
お
り
、
２
０
０
４
年
、

２
０
０
７
年
国
が
実
施
す
る
医
療
機
関
評
価
で
南
北

道
圏
１
位
に
選
ば
れ
る
な
ど
附
属
病
院
も
高
い
評
価

を
得
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
森
本
雍
憲
城
西
大
学
学
長
、
飯
田
加
奈

恵
城
西
国
際
大
学
看
護
学
部
長
も
同
行
し
、
薬
学

部
、
看
護
学
部
の
新
た
な
交
流
に
つ
い
て
も
活
発
な

議
論
が
な
さ
れ
、
今
後
、
両
校
で
協
力
を
し
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
専
門
職
業
人
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

韓
国
・
建
陽
大
学
を
訪
問
し
、名
誉
博
士
号
の

受
称
、協
定
書
の
調
印
を
実
施

日
時
：
２
０
１
４
年
２
月
20
日

場
所
：
建
陽
大
学
校
、大
韓
民
国

名誉学位

名誉博士号授与

講演する水田理事長

オックスフォード大学の学生と

　

２
０
１
３
年
10
月
15
日
、
神
戸
大
学
と
英
国
オ
ッ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
（O

xford U
niversity

）
日

本
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
、「
記

憶
・
沈
黙
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
：
新
た
な
日
本
研
究
の
構

築
に
向
け
て
」
と
題
し
た
水
田
宗
子
理
事
長
の
講
演

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
神
戸
大
学
人
文
学
研
究

科
樋
口
大
祐
准
教
授
の
企
画
に
よ
り
、
神
戸
大
学
と

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
と
の
教
育
提
携
に
よ
っ
て

来
日
し
た
２
期
生
を
歓
迎
し
、
両
大
学
の
今
後
の
学

術
交
流
・
共
同
研
究
の
あ
り
方
を
中
心
に
海
外
経
験

者
の
眼
か
ら
見
た
日
本
の
知
的
風
土
へ
の
批
評
を
踏

ま
え
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
研
究
を
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
の
か
、
海
外
の
方
も
含
め
た
若
い
研
究
者
を

ど
の
よ
う
に
育
て
て
い
く
の
か
が
大
き
な
テ
ー
マ
と

な
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
経
歴
を
持
つ

水
田
理
事
長
に
講
演
の
要
請
が
な
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

水
田
理
事
長
は
、「
記
憶
・
沈
黙
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
ま
ず
自
分
が
外
国
人
で
あ
る
こ

と
、
女
性
で
あ
る
こ
と
を
気
付
か
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ

で
の
体
験
を
語
り
、
日
本
文
学
で
は
消
え
な
い
記
憶

の
沈
黙
を
鎮
魂
と
い
う
形
で
表
現
し
て
き
て
い
る
こ

と
、
鎮
魂
は
他
者
の
心
へ
の
旅
で
あ
り
、
他
者
の
記

憶
を
受
け
継
ぐ
こ
と
で
あ
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。
最

後
に
、
日
本
研
究
、
日
本
研
究
者
に
望
む
こ
と
と
し

て
、
国
と
い
う
狭
い
枠
組
み
を
超
え
た
表
現
の
研
究

は
、
ま
ず
日
本
を
外
か
ら
見
る
視
点
、
あ
る
い
は
日

本
を
世
界
の
中
に
お
い
て
見
る
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
外
国
人
の
日
本
研
究
者
と
の
積
極
的
な
交
流
と

水
田
理
事
長
が
神
戸
大
学
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学

日
本
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
て
講
演

日
時
：
２
０
１
３
年
10
月
15
日

場
所
：
神
戸
大
学

指定討論者と
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不
要
に
著
作
権
侵
害
を
お
そ
れ
た
り
見
過
ご
し
た

り
し
な
い
た
め
に
「
フ
ェ
ア
ユ
ー
ス
」
を
知
る
こ
と

を
目
的
に
学
校
法
人
城
西
大
学
日
本
／
ア
ジ
ア
映
像

研
究
セ
ン
タ
ー
と
山
形
国
際
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

画
祭
事
務
局
が
協
力
し
、
２
０
１
３
年
10
月
18
日
に

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
３
号

棟
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
ゴ
ー
ド
ン
・
ク
イ
ン

（Gordon Q
uinn

）
氏
（
映
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

「
フ
ー
プ
・
ド
リ
ー
ム
ズ
」「
ス
テ
ィ
ー
ビ
ー
」）
が

講
演
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
喫
茶
店
で
流
れ
て
い

た
音
楽
は
権
利
処
理
す
べ
き
か
、
原
発
推
進
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
を
使
っ
て
政
府
政
策
を
批
判
す

る
映
画
は
作
れ
る
の
か
な
ど
具
体
的
な
事
例
を
映
像

で
示
し
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
で
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

制
作
者
た
ち
が
法
律
家
と
編
み
上
げ
広
め
た
フ
ェ
ア

ユ
ー
ス
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
現
状
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、山
上
徹
二
郎
氏
（
映
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

「
エ
ド
ワ
ー
ド
・
サ
イ
ー
ド
：O

ut of Place

」）
と

ジ
ャ
ン
・
ユ
ン
カ
ー
マ
ン
（John Junkerm

an

）

氏
（
映
画
監
督
「
映
画
日
本
国
憲
法
」）
が
加
わ
り
、

会
場
と
質
疑
応
答
を
し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
と

意
見
を
述
べ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
多
く
の
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
監
督
や
報
道
関
係
者
が
来
て
お

り
、
実
践
的
か
つ
幅
広
い
論
議
が
な
さ
れ
、
極
め
て

有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
日
本
で
は

フ
ェ
ア
ユ
ー
ス
の
考
え
方
や
運
用
は
始
ま
っ
た
ば
か

り
で
あ
る
た
め
、
今
後
本
学
の
セ
ン
タ
ー
も
中
心
と

な
っ
て
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

学
会
、
そ
し
て
研
究
者
自
身
の
異
文
化
体
験
、
若
い

研
究
者
の
自
由
な
発
想
を
育
て
る
教
育
な
ど
、
21
世

紀
の
日
本
研
究
は
「
他
者
と
の
遭
遇
」
と
い
う
表
現

の
原
点
へ
の
視
点
を
持
つ
こ
と
が
、
新
し
い
視
野
を

切
り
開
い
て
い
く
で
あ
ろ
う
と
述
べ
ま
し
た
。

　

講
演
後
は
、
中
国
文
学
の
濱
田
麻
矢
准
教
授
と
英

文
学
の
奥
村
沙
矢
香
准
教
授
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

分
野
に
引
き
寄
せ
て
「
記
憶
・
沈
黙
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」

を
語
り
、
こ
の
テ
ー
マ
が
、
国
家
を
超
え
て
文
学
に

普
遍
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、《
ジ
ョ
ン
・
ダ
ウ
ラ
ン
ド
の
世
界
》
と

題
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
大
学
で
学
ん
だEm

m
a K

irkby

（
ソ
プ
ラ
ノ
）
／

つ
の
だ
た
か
し
（
リ
ュ
ー
ト
）
に
よ
る
ル
ネ
サ
ン
ス

古
楽
の
美
し
い
声
と
リ
ュ
ー
ト
の
調
べ
、
そ
し
て
ジ
ョ

ン
・
ダ
ウ
ラ
ン
ド
の
音
楽
の
解
説
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

オープニング：マーク・ノーネス教授と山形国際ドキュメンタリー映画祭
藤岡さん

山
形
国
際
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
祭
東
京
イ
ベ
ン
ト

「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
制
作
者
の
た
め
の
フ
ェ
ア
ユ
ー
ス
」を
開
催

日
時
：
２
０
１
３
年
10
月
18
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

　

学
校
法
人
城
西
大
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

は
、
２
０
１
３
年
11
月
12
日
に
第
４
回
日
中
経
済
経
営

フ
ォ
ー
ラ
ム
Ｊ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
を
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン

パ
ス
に
て
開
催
し
、
一
般
財
団
法
人
日
中
経
済
協
会
岡

本
巌
理
事
長
を
講
師
に
迎
え
「
日
中
経
済
関
係
の
現
状

と
将
来
展
望
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。
同
協
会
の
経
済
訪
中
団
に
先
立
っ
て
実
施
さ
れ
た

今
回
は
、
学
内
か
ら
の
学
生
・
教
員
に
加
え
、
学
外
か

ら
多
く
の
参
加
者
が
集
う
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

講
演
で
、
岡
本
氏
は
①「
世
界
経
済
に
占
め
る
中

国
経
済
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
大
き
さ
」、
②「
中
国
経
済

の
成
長
制
約
要
因
の
顕
著
化
の
背
景
」、
③「
そ
の
克

服
策
と
し
て
の
経
済
発
展
方
式
の
転
換
、
経
済
構
造

改
革
の
動
向
」、
④「
最
近
の
日
中
の
相
互
依
存
経
済

関
係
の
深
化
の
状
況
」、
⑤「
今
後
の
日
本
経
済
再
生
と

日
中
戦
略
的
互
恵
関
係
の
在
り
方
」
の
５
項
目
に
つ
い

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
示
し
な
が
ら
説
明
さ
れ
ま

し
た
。「
昨
年
以
来
、
政
治
面
で
日
中
関
係
が
悪
化
し

て
い
る
状
況
で
は
あ
る
が
、
日
本
に
と
っ
て
は
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
の
経
済
再
生
の
た
め
に
も
中
国
と
の
経
済
交

流
の
安
定
的
拡
大
こ
そ
が
日
中
戦
略
的
互
恵
関
係
の

コ
ア
で
あ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
促
進
に
よ
る
両
国
の
関

係
の
再
構
築
は
十
分
可
能
だ
」
と
岡
本
氏
は
話
さ
れ
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
関
係
の
み
な
な
ら
ず
、
文
化
交
流
、
介
護

福
祉
や
環
境
整
備
等
の
分
野
に
お
い
て
も
協
力
関
係
が

さ
ら
に
築
け
る
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
終
了
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
若
者
間
の
交

流
の
重
要
性
等
に
つ
い
て
も
活
発
な
議
論
や
意
見
の

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

城
西
国
際
大
学
は
、
２
０
１
４
年
２
月
14
日
に

東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
１
号
棟
地
下
ホ
ー

ル
に
て
、
天
津
外
国
語
大
学
（T

ianjin Foreign 
Studies U

niversity

）
学
長
で
あ
り
、
城
西
国
際
大

学
名
誉
博
士
で
も
あ
る
修
剛
（X

iu Gang

）
学
長
の

Executive Program

講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　

修
学
長
は
、
中
国
に
お
け
る
日
本
語
教
育
の
第
一

人
者
と
し
て
知
ら
れ
、
中
国
全
土
の
日
本
語
教
育

 
第
４
回
日
中
経
済
経
営
フ
ォ
ー
ラ
ム
Ｊ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
を
開
催

日
時
：
２
０
１
３
年
11
月
12
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

 
天
津
外
国
語
大
学
修
剛
学
長
の
講
演
会
を
開
催

日
時
：
２
０
１
４
年
２
月
14
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

講演する岡本氏
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●周辺図 界
の
中
心
的
柱
と
な
っ
て
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
９
９
９
年
に
天
津
外
国
語
学
院
学
長
に
就
任
、
同

学
院
の
拡
充
発
展
に
尽
力
し
、
２
０
１
０
年
に
は
同

学
院
を
総
合
大
学
へ
と
格
上
げ
す
る
と
い
う
困
難
な

事
業
を
成
し
遂
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
中
国
日
本

語
教
育
研
究
会
名
誉
会
長
、
中
国
翻
訳
協
会
副
会
長

な
ど
多
く
の
要
職
も
兼
務
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

２
０
１
１
年
に
は
、「
世
界
日
本
語
教
育
研
究
会
」

を
日
本
の
文
部
科
学
省
、
国
際
交
流
基
金
、
日
中
の

企
業
等
と
の
連
携
の
も
と
天
津
外
国
語
大
学
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
ご
活
躍
、
交

流
へ
の
貢
献
を
称
え
て
、
同
年
９
月
城
西
国
際
大
学

よ
り
修
学
長
に
名
誉
博
士
記
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
学
と
天
津
外
国
語
大
学
と
は
、
２
０
０

７
年
10
月
に
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
て
以
降
、
毎

年
多
く
の
天
津
外
国
語
大
学
の
学
生
が
本
学
に
留
学

す
る
な
ど
、
国
際
交
流
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

講
演
会
で
は
、
水
田
宗
子
理
事
長
の
冒
頭
の
挨
拶

に
続
い
て
修
学
長
が
「
国
民
目
線
の
中
日
関
係
―
―

異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
目
指
し
て
―
―
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
ご
講
演
を
さ
れ
、
日
本
と
中
国

の
関
係
が
難
し
い
現
状
に
お
い
て
、
日
中
両
国
の
さ

ま
ざ
ま
な
違
い
を
認
め
合
う
こ
と
を
ベ
ー
ス
に
、
異

文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
と
国
民
目
線

で
の
良
好
な
日
中
関
係
構
築
の
必
要
性
等
に
つ
い
て

お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雪
模
様
で
し
た
が
、
講
演
会

に
は
城
西
大
学
・
城
西
国
際
大
学
両
大
学
の
教
員
・

学
生
ら
が
約
１
５
０
名
参
加
し
、
皆
熱
心
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

　

講
演
会
終
了
後
は
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

多
く
の
学
生
・
教
員
が
修
学
長
を
囲
ん
で
、
中
国
と

日
本
と
の
今
後
の
友
好
関
係
づ
く
り
や
文
化
交
流
な

ど
に
関
し
て
の
議
論
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

講演される修学長

講演会に先立ち挨拶する水田理事長


